
JP 6185739 B2 2017.8.23

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
次の成分（ａ）～（ｃ）；
（ａ）Ｒ１ＳｉＯ１．５単位とＲ２

３ＳｉＯ０．５単位（式中、Ｒ１、Ｒ２は置換または
非置換の１価炭化水素基を表す）から成るシリコーン樹脂　２～１５質量％
（ｂ）シロキサン主鎖にオルガノポリシロキサン基と親水基がグラフトしたシリコーン界
面活性剤　０．５～８質量％
（ｃ）シリコーン化合物で表面被覆処理された疎水化処理粉体　１０～３０質量％
を含有し、使用時に振とう分散して用いることを特徴とする油性液状化粧料。
【請求項２】
３０℃における粘度が、１５０～１５００ｍＰａ・ｓであることを特徴とする請求項１に
記載の油性液状化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粉体を含有する低粘度の油性液状化粧料に関し、さらに詳細には、振とう時
の再分散性が良好で、滑らかでコクのある使用感であり、仕上がりの均一性や自然なつや
感に優れ、化粧持続性も良好な油性液状化粧料に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来より、油性化粧料は、主成分である油性成分が肌への密着性に優れるため、メイク
アップ化粧料等で多用されている。これらは、油性成分中に顔料粉体を分散するものであ
るが、その多くは増粘あるいは固化することにより、均一な組成物として、経時安定性の
維持と使用性の向上を図っている。
【０００３】
　一方で低粘度の油性液状化粧料は、使用時の伸び広がりが良く、肌に塗布する場合にも
肌への負担感が少ないという特徴を有するため、ファンデーション等で応用されている。
しかし、低粘度であると長時間静置時には粉体が沈降するため、使用前に振とう攪拌する
ことになるが、その際の粉体の再分散性が悪かったり、また主成分である油性成分の特性
上、ぬるつきやべたつきが生じる等の問題があり、それらを解決すべく種々の検討がなさ
れてきた（例えば、特許文献１～３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平７－２６７８２０号公報
【特許文献２】特開２０００－２８１５５２号公報
【特許文献３】特開２００３－０９６３０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記の技術では、べたつきの無さやさっぱりとした使用感、粉体の再分
散性は改善されるものの、さらりとしすぎて粉っぽい使用感であったり、経時での化粧持
ちに欠ける場合があった。また、油性化粧料としてのまろやかなコクのある使用感や、仕
上りの化粧膜の均一性等の面でも、充分に満足できるものではなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　かかる実情に鑑み、本発明者は鋭意検討した結果、特定のシリコーン樹脂と、シロキサ
ン分岐型のシリコーン界面活性剤と、シリコーン表面被覆処理粉体とを、各々特定量含有
し、低粘度の油性液状化粧料とすることにより、振とう時の再分散性が良好で、コクのあ
る使用感と化粧持続性に優れ、さらには化粧膜が仕上がる際（乾き際）のとまりが滑らか
であるため仕上がりが美しく、化粧膜の均一性やつや感にも優れることを見出し、本発明
を完成させるに至った。
【０００７】
　すなわち本発明は、次の成分（ａ）～（ｃ）；
（ａ）Ｒ１ＳｉＯ１．５単位とＲ２

３ＳｉＯ０．５単位（式中、Ｒ１、Ｒ２は置換または
非置換の１価炭化水素基を表す）から成るシリコーン樹脂　２～１５質量％
（ｂ）シロキサン主鎖にオルガノポリシロキサン基と親水基がグラフトしたシリコーン界
面活性剤　０．５～８質量％
（ｃ）シリコーン化合物で表面被覆処理された疎水化処理粉体　１０～３０質量％
を含有し、使用時に振とう分散して用いることを特徴とする油性液状化粧料である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の油性液状化粧料は、振とう時の再分散性が良好で、滑らかで厚みの感じられる
使用感であり、仕上がりの均一性や自然なつや感に優れ、化粧持ちも良好なものである。
そのため、日焼け止め化粧料やメーキャップ化粧料として、広く適用可能である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の構成について詳細に説明する。
　本発明の油性液状化粧料は、油性成分を連続相とし、粉体を分散した低粘度の液状化粧
料であるため、長時間静置時には外観が、油層（上層）と、粉体を含む沈降層（下層）と
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の二層状態となるが、使用時に軽く振とうすることにより、容易に均一に再分散するもの
である。
【００１０】
　本発明に用いられる成分（ａ）のＲ１ＳｉＯ１．５単位とＲ２

３ＳｉＯ０．５単位から
成るシリコーン樹脂は、Ｒ１ＳｉＯ１．５単位より成るシラノール基含有オルガノポリシ
ルセスキオキサン（式中、Ｒ１は置換または非置換の１価炭化水素基を表す）のシラノー
ル基を、トリオルガノシリル基で封鎖したものであり、例えば、特開平４－３１２５１１
号公報に記載のものを使用することができる。
【００１１】
　具体的には、次の（Ａ）と（Ｂ）とを反応させることで得ることができる。
（Ａ）：Ｒ１ＳｉＯ１．５単位より成るシラノール基含有オルガノポリシルセスキオキサ
ン（式中、Ｒ１は置換または非置換の１価炭化水素基を表す）
（Ｂ）：（Ｒ２

３Ｓｉ）ａＺ（式中、Ｒ２は置換または非置換の１価炭化水素基を表し、
ａは１または２を表し、Ｚはａが１のときは水素原子、水酸基、加水分解性基を表し、ａ
が２のときは－Ｏ－，－Ｎ（Ｘ）－，－Ｓ－を表す。ここでＸは水素原子、炭素数１～４
の１価炭化水素基またはＲ２

３Ｓｉ－を表す）で表されるシリコーン化合物
【００１２】
　ここで、Ｒ１、Ｒ２はそれぞれ互いに同一或いは相異なる置換または非置換の１価炭化
水素基を表す。Ｒ１、Ｒ２としては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基などの
アルキル基；ビニル基、アリル基などのアルケニル基；フェニル基、トリル基などのアリ
ール基；シクロヘキシル基、シクロオクチル基などのシクロアルキル基あるいはこれらの
基の炭素原子に結合した水素原子をハロゲン原子、シアノ基、アミノ基などで置換した基
、例えばクロロメチル基、３，３，３－トリフルオロプロピル基、シアノメチル基、γ－
アミノプロピル基、Ｎ－（β－アミノエチル）－γ－アミノプロピル基などが例示される
。
【００１３】
　ここでＺの加水分解性基としては、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基、イソプロ
ポキシ基、ブトキシ基などのアルコキシ基；プロペノキシ基などのアルケニルオキシ基；
アセトキシ基、ベンゾキシ基などのアシロキシ基；アセトンオキシム基、ブタノンオキシ
ム基などのオルガノオキシム基；ジメチルアミノキシ基、ジエチルアミノキシ基などのオ
ルガノアミノキシ基；ジメチルアミノ基、ジエチルアミノ基、シクロヘキシルアミノ基な
どのオルガノアミノ基；Ｎ－メチルアセトアミド基などのオルガノアミド基などが例示さ
れる。この中でも、合成や入手のし易さにおいては、メチル基、エチル基、フェニル基が
好ましく、撥水性においては、メチル基、３，３，３－トリフルオロプロピル基、フェニ
ル基が好ましい。
【００１４】
　（Ａ）Ｒ１ＳｉＯ１．５単位より成るシラノール基含有オルガノポリシルセスキオキサ
ンは、公知の方法で合成でき、例えばオルガノトリクロロシランやオルガノトリアルコキ
シシランを、過剰の水で加水分解、縮合反応させることにより得られる。
【００１５】
　（Ｂ）（Ｒ２

３Ｓｉ）ａＺで表されるシリコーン化合物は、（Ａ）のシラノール基をシ
リル化するものである。（Ｂ）としてはトリメチルシラン、トリエチルシランなどのハイ
ドロジェンシラン；トリメチルクロロシラン、トリエチルクロロシラン、トリフェニルク
ロロシラン、３，３，３－トリフルオロプロピルジメチルクロロシランなどのクロロシラ
ン；トリメチルシラノールなどのシラノール；トリメチルメトキシシラン、トリメチルエ
トキシシランなどのアルコキシシラン；アミノシラン；アシロキシシラン；ヘキサメチル
ジシラザン、１，３－ジビニルテトラメチルジシラザン、ビス［３，３，３－トリフルオ
ロプロピル］テトラメチルジシラザンなどのシラザン等が例示される。これらの中でも、
反応の制御や未反応物の除去が容易なことから、シラザン類やクロロシラン類が好ましい
。
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【００１６】
　（Ａ）と（Ｂ）の反応は、シラノール基をシリル化する公知の方法で行うことができる
。例えば、（Ｂ）がシラザンやクロロシランの場合は、（Ａ）と混合して加熱するだけで
容易に反応は進行する。シリル化反応はその反応温度を制御したり、副反応の脱水縮合反
応を抑制するために有機溶媒中で行うのが好ましい。このような有機溶媒としては、トル
エン、キシレン、ヘキサン、工業用ガソリン、ミネラルスピリット、ケロシンなどの炭化
水素系溶剤、テトラヒドロフラン、ジオキサンなどのエーテル系溶剤、ジクロロメタン、
ジクロロエタンなどの塩素化炭化水素系溶剤などがあげられる。反応温度は特に制限はな
いが、好ましくは室温から２００℃の範囲において任意に定めればよい。反応によって生
成する塩酸、アンモニア、塩化アンモニウム、アルコールなどは水洗により除去、もしく
は溶媒と同時に留去することができる。
【００１７】
　本発明のシリコーン樹脂の軟化点は、６０℃～９５℃が好ましく、より好ましくは７０
℃～９０℃である。この範囲であれば、滑らかな使用感と付着性を併せ持つ油性液状化粧
料が得られる。なお、軟化点はＪＩＳ　Ｃ　２１０４の環球式軟化点測定法に準じて得ら
れた値である。また、市販品としては、「ＳＩＬＦＯＲＭ　ＦＬＥＸＩＢＬＥ　ＲＥＳＩ
Ｎ」（モメンティブ株式会社製、表示名称；ポリメチルシルセスキオキサン）を挙げるこ
とができる。
【００１８】
　本発明の化粧料における成分（ａ）の含有量は、２～１５質量％（以下単に「％」と示
す。）であり、好ましくは４～１２％である。含有量が２％より少ないと、化粧膜の持続
性が低下し、１５％を超える場合は、滑らかなさと膜の均一性が損なわれる。
【００１９】
　本発明に用いられる成分（ｂ）のシロキサン主鎖にオルガノポリシロキサン基と親水基
がグラフトしたシリコーン界面活性剤の親水基としては、特に限定されないが、ポリオキ
シアルキレン基やポリグリセリル基であるものが好ましく、オルガノポリシロキサングラ
フトポリオキシアルキレン変性シリコーン、オルガノポリシロキサングラフトポリグリセ
リン変性シリコーン等が挙げられる。
【００２０】
　成分（ｂ）として、特に好ましいものは、下記の一般式（１）に示されるものである。
Ｒ３

ａＲ４
ｂＲ５

ｃＳｉＯ（４－ａ－ｂ－ｃ）／２　　（１）
【００２１】
　式中のＲ３は、部分的にハロゲン置換されていてよい、炭素数１～３０のアルキル基、
アリール基、アラルキル基、アミノアルキル基、又はカルボキシアルキル基等の有機基か
ら選択される同種または異種の有機基であり、具体例としては、メチル基、エチル基、プ
ロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基、ノニル基、デ
シル基、ウンデシル基、ドデシル基、トリデシル基、テトラデシル基、ヘキサデシル基、
オクタデシル基、エイコシル基等のアルキル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基等
のシクロアルキル基、フェニル基、トリル基などのアリール基、ベンジル基、フェネチル
基等のアラルキル基、トリフロロプロピル基、ヘプタデカフロロデシル基などのフッ素置
換アルキル基、３－アミノプロピル、３－〔（２－アミノエチル）アミノ〕プロピル基等
のアミノ置換アルキル基、３－カルボキシプロピル基等のカルボキシ置換アルキル基等が
挙げられる。
【００２２】
　Ｒ３の一部は、さらに下記一般式（２）
－ＣｍＨ２ｍ－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｄ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｅ－Ｒ６　　（２）
であらわされるアルコキシ基、エステル基、アルケニルエーテル残基あるいはアルケニル
エステル残基であってもよい。ここでＲ６は炭素数４～３０の１価炭化水素基、又はＲ７

－（ＣＯ）－で示される有機基であって、Ｒ７は炭素数１～３０の炭化水素基である。ｍ
は０≦ｍ≦１５の整数、ｄ、ｅはそれぞれ０≦ｄ≦５０、０≦ｅ≦５０の整数である。
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  例示すると、ｍ＝０の場合、ｄ＝０、ｅ＝０であれば炭素数４～３０のアルコキシ基、
例えばオレイロキシ基、ステアロキシ基などの高級アルコキシ基、あるいはオレイン酸、
ステアリン酸、ベヘン酸等のエステル基が挙げられる。また、ｄ＞１、ｅ＞１であれば高
級アルコールのアルキレンオキサイド付加物（末端は水酸基）のアルコール残基となる。
  ｍ≧１、ｄ＝ｅ＝０の場合は、特にｍが３、５又は１１が好ましく、この場合はアリル
エーテル、ペンテニルエーテル、ウンデセニルエーテル残基であり、Ｒ６の置換基によっ
て例えばアリルステアリルエーテル残基、ペンテニルベヘニルエーテル残基、ウンデセニ
ルオレイルエーテル残基などが挙げられる。ｄ若しくはｅが０でない場合は、ポリオキシ
アルキレンを介してアルコキシ基やエステル基が存在することとなる。
  ここでｄ、ｅが何であれ、ｍ＝０の場合は耐加水分解性に劣る場合があり、ｍが１５以
上であると油臭が強い為、ｍは３～１１であることが望ましい。
 
【００２４】
  Ｒ４は、下記一般式（３）
－ＣｍＨ２ｍ－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｆ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｇ－Ｒ８    （３）
で示されるポリオキシアルキレン基を有する有機基、もしくは下記一般式（４）
－Ｑ－Ｏ－ＸＳ－Ｒ８    （４）
（式中、Ｑは、エーテル結合及びエステル結合の少なくとも一方を含有してもよい炭素数
２～２０の二価の炭化水素基を示し、Ｘは水酸基を少なくとも２個有する多価アルコール
置換炭化水素基を示す。）で示される有機基から選択される同種または異種の有機基であ
る。
【００２５】
　一般式（３）中のＲ８は、水素原子若しくは炭素数１～９の炭化水素基、又はＲ９－（
ＣＯ）－で示される有機基であり、Ｒ９は炭素数１～８の炭化水素基である。ｍは上記と
同様であり、ｆは２～２００、好ましくは５～１００の整数、ｇは０～２００、好ましく
は０～１００の整数で、かつ、ｆ＋ｇは２～２００、好ましくは５～１００であり、ｆ／
ｇ≧１であることが好ましい。なお、一般式（３）で示されるポリオキシアルキレン基が
エチレンオキサイド単位とプロピレンオキサイド単位の両方からなる場合は、これら両単
位のブロック重合体及びランダム重合体のいずれでも良い。
【００２６】
　一般式（４）中のＱは、エーテル結合及びエステル結合の少なくとも一方を含有しても
よい炭素数２～２０の二価の炭化水素基を示し、－（ＣＨ２）２－、－（ＣＨ２）３－、
－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－、－（ＣＨ２）4－、－（ＣＨ２）6－、－（ＣＨ２）７

－、－（ＣＨ２）8－、－（ＣＨ２）2－ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３）－、－ＣＨ２－ＣＨ
（ＣＨ２ＣＨ３）－、－（ＣＨ２）３－Ｏ－（ＣＨ２）２－、－（ＣＨ２）３－Ｏ－（Ｃ
Ｈ２）2－Ｏ－（ＣＨ２）２－、－（ＣＨ２）３－Ｏ－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）－、－ＣＨ

２－ＣＨ（ＣＨ３）－ＣＯＯ（ＣＨ２）2－等を例示することができる。Ｘは、水酸基を
少なくとも２個有する多価アルコール置換炭化水素基であって、好ましくはグリセリンか
ら選択される炭化水素基であり、ｓは１～２０の整数である。
【００２７】
　Ｒ５は、下記一般式（５）で示されるオルガノポリシロキサンである。
【００２８】
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【化１】

【００２９】
　ここで、Ｒ３は上記と同様であり、ｈは１～５００であり、好ましくは３～１００の整
数である。ｎは１～５の整数であり、特にビニル基とハイドロジェンシロキサンとの反応
から合成する場合、ｎは２である。ｈが５００より大きいと主鎖のハイドロジェンシロキ
サンとの反応性が悪くなるなどの問題が起こる場合がある。
【００３０】
　本発明における上記一般式（１）で例示される成分（ｂ）は、ａは１．０～２．５、好
ましくは１．２～２．３である。ａが１．０より小さいと油剤との相溶性に劣り、２．５
より大きいと親水性に乏しくなる。ｂは０．００１～１．５、好ましくは０．０５～１．
０である。ｂが０．００１より小さいと親水性に乏しくなり、１．５より大きいと親水性
が高くなりすぎる。ｃは０．００１～１．５、好ましくは０．０５～１．０である。ｃが
０．００１より小さいとシリコーン油との相溶性に劣り、１．５より大きくなると親水性
に乏しくなる。
【００３１】
　本発明で用いられる上記一般式（１）で例示される成分（ｂ）の重量平均分子量は、特
に限定されるものではないが、５００～２０００００が好ましく、更に好ましくは１００
０～１０００００である。
【００３２】
　本発明における成分（ｂ）の市販品としては、オルガノポリシロキサングラフトポリオ
キシアルキレン変性シリコーンは、ＫＦ－６０２８（信越化学工業社製、表示名称；ＰＥ
Ｇ－９ポリジメチルシロキシエチルジメチコン）、ＫＦ－６０３８（信越化学工業社製、
表示名称；ラウリルＰＥＧ－９ポリジメチルシロキシエチルジメチコン）、オルガノポリ
シロキサングラフトポリグリセリン変性シリコーンは、ＫＦ－６１０４（信越化学工業社
製、表示名称；ポリグリセリル－３ポリジメチルシロキシエチルジメチコン）、ＫＦ－６
１０５（信越化学工業社製、表示名称；ラウリルポリグリセリル－３ポリジメチルシロキ
シエチルジメチコン）等が挙げられ、その中でもラウリルＰＥＧ－９ポリジメチルシロキ
シエチルジメチコンが特に好ましい。
【００３３】
　本発明の化粧料における成分（ｂ）の含有量は、０．５～８％であり、好ましくは２～
６％である。含有量が０．５％より少ないと、再分散性が悪くなり、８％を超える場合は
、仕上がり膜の均一性と持続性が損なわれる。
【００３４】
　本発明に用いられる成分（ｃ）のシリコーン化合物で表面被覆処理された疎水化処理粉
体の、表面被覆処理剤として使用されるシリコーン化合物としては、通常化粧料に用いら
れるものであれば、特に限定されないが、例えば、ジメチルポリシロキサン、メチルハイ
ドロジェンポリシロキサン、高粘度シリコーン、架橋型シリコーン、フッ素変性シリコー
ン、アクリル－シリコーングラフト共重合体等が挙げられ、その１種又は２種以上用いる
ことができる。
【００３５】
　具体的には、ＩＮＣＩ名（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｎｏｍｅｎｃｌａｔｕｒｅ　
Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　ｌａｂｅｌｉｎｇ　ｎａｍｅｓ）で表すと、
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ジメチコン、メチコン、ハイドロゲンジメチコン、（ジメチコン／メチコン）コポリマー
、トリエトキシシリルエチルポリジメチルシロキシエチルジメチコン、トリエトキシシリ
ルエチルポリジメチルシロキシエチルヘキシルジメチコン、（アクリレーツ／ジメチコン
）コポリマー、トリメトキシシリルジメチコン、トリエトキシカプリリルシラン等が挙げ
られ、これらの１種又は２種以上用いることができる。
【００３６】
　表面被覆処理される粉体としては、通常、化粧料に用いられる粉体であれば、球状、板
状、針状等の形状や、煙霧状、微粒子、顔料級等の粒子径や、多孔質、無孔質等の粒子構
造等により特に限定されず、無機粉体類、光輝性粉体類、有機粉体類、色素粉体類、複合
粉体類等の１種又は２種以上が使用できる。
【００３７】
　具体的には、酸化チタン、黒色酸化チタン、コンジョウ、群青、ベンガラ、黄色酸化鉄
、黒色酸化鉄、酸化亜鉛、酸化アルミニウム、シリカ、酸化マグネシウム、酸化ジルコニ
ウム、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、酸化クロム、水酸化クロム、カーボンブラッ
ク、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸マグネシウム、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、マイ
カ、合成マイカ、セリサイト、タルク、カオリン、炭化珪素、硫酸バリウム、ベントナイ
ト、スメクタイト、窒化硼素等の無機粉体類；オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被覆マイ
カ、酸化鉄被覆マイカ、酸化鉄被覆マイカチタン、有機顔料被覆マイカチタン、アルミニ
ウムパウダー等の光輝性粉体類；ナイロンパウダー、ポリメチルメタクリレートパウダー
、アクリロニトリル－メタクリル酸共重合体パウダー、塩化ビニリデン－メタクリル酸共
重合体パウダー、ポリエチレンパウダー、ポリスチレンパウダー、オルガノポリシロキサ
ンエラストマーパウダー、ポリメチルシルセスキオキサンパウダー、ポリウレタンパウダ
ー、ウールパウダー、シルクパウダー、結晶セルロース、Ｎ－アシルリジン等の有機粉体
類；有機タール系顔料、有機色素のレーキ顔料等の色素粉体類；微粒子酸化チタン被覆マ
イカチタン、微粒子酸化亜鉛被覆マイカチタン、硫酸バリウム被覆マイカチタン、酸化チ
タン含有シリカ、酸化亜鉛含有シリカ等の複合粉体類等が挙げられる。
【００３８】
　これらの中でも、被覆処理される粉体が酸化チタン、酸化亜鉛及び酸化鉄からなる群か
ら選ばれる少なくとも１種であると、粉体の分散性への寄与が大きく、振とう時の再分散
性および紫外線防御効果が得られやすいため特に好ましい。
【００３９】
　本発明に用いられる表面処理粉体は、粉体表面が上記のシリコーン化合物で被覆された
ものであり、その被覆量は、処理剤の種類やその組み合わせ及び粉体の種類によっても異
なり、特に制限されないが、表面被覆処理粉体中の０．１～１０質量％が好ましい。被覆
量がこの範囲内であれば、耐水性及び肌への付着性が、特に優れる表面被覆粉体を得るこ
とができる。
【００４０】
　また、処理する方法も特に限定されず、通常公知の方法、例えば、溶媒を用いた湿式法
、気相中で処理する乾式法等を用いることができる。例えば、処理剤と、イソプロピルア
ルコール等の揮発性有機溶媒の混合溶液を体質粉末に添加し、ヘンシェルミキサー等の混
合機で均一に攪拌し、加熱工程で溶媒除去することにより得ることができる。
【００４１】
　本発明の化粧料における成分（ｃ）の含有量は、１０～３０％であり、好ましくは１０
～２５％である。含有量が１０％より少ないと、化粧膜の均一性が悪くなり、３０％を超
える場合は、なめらかな使用感と化粧膜のつやが損なわれる。
【００４２】
　本発明の油性液状化粧料は、油性成分を連続相とするものであるが、本発明に用いられ
る油性成分としては、上記成分（ａ）、（ｂ）以外の通常化粧料に汎用されるものであり
、動物油、植物油、合成油等の起源、液状もしくは固形状等の性状を問わず、炭化水素類
、油脂類、硬化油類、エステル油類、シリコーン油類、フッ素系油類、ラノリン誘導体類
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、油溶性増粘剤等が挙げられる。例えば、具体的には、流動パラフィン、スクワラン、ワ
セリン、ポリイソブチレン、重質流動イソパラフィン、軽質流動イソパラフィン、ポリブ
テン等の炭化水素類、オリーブ油、ヒマシ油、ホホバ油、ミンク油、マカデミアンナッツ
油等の油脂類、エチルヘキサン酸セチル、イソノナン酸イソトリデシル、リンゴ酸ジイソ
ステアリル、トリ２－エチルヘキサン酸ジグリセリル、セチルイソオクタネート、ミリス
チン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、トリ
オクタン酸グリセリル、ジイソステアリン酸ジグリセリル、トリイソステアリン酸ジグリ
セリル、トリベヘン酸グリセリル、ロジン酸ペンタエリトリットエステル、ジオクタン酸
ネオペンチルグリコール、コレステロール脂肪酸エステル、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタ
ミン酸ジ（コレステリル・ベヘニル・オクチルドデシル）、メトキシケイ皮酸オクチル等
のエステル類、低重合度ジメチルポリシロキサン、高重合度ジメチルポリシロキサン、メ
チルフェニルポリシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、オクタメチルシクロ
テトラシロキサン、フッ素変性シリコーン等のシリコーン類、パーフルオロポリエーテル
、パーフルオロデカン、パーフルオロオクタン等のフッ素系油剤類、ラノリン、酢酸ラノ
リン、ラノリン脂肪酸イソプロピル、ラノリンアルコール等のラノリン誘導体類、蔗糖脂
肪酸エステル、デンプン脂肪酸エステル、イソステアリン酸アルミニウム、１２－ヒドロ
キシステアリン酸等の油溶性増粘剤類等が挙げられ、これらを１種又は２種以上用いるこ
とができる。
【００４３】
　これらの中でも、さっぱりとした使用感と成分（ａ）との相溶性の観点から、揮発性油
を配合することが好ましく、具体的には、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメ
チルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、ヘキサメチルジシ
ロキサン、オクタメチルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、メチルトリメチ
コン、カプルリルトリメチコン、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサ
ン等の揮発性シリコーン油類；軽質イソパラフィン等の揮発性炭化水素油等が挙げられ、
これらを１種又は２種以上を用いることができる。化粧膜の均一性やおさまりの良さを考
慮すると、揮発性油の含有量は、全化粧料成分中に１５～４０％含有することが好ましい
。
【００４４】
　また、コク感のある伸び広がりや再分散性の観点から、２５℃において液状のエステル
油及び炭化水素油等を配合することが好ましく、特に、重質流動イソパラフィン、軽質流
動イソパラフィン、リンゴ酸ジイソステアリル、トリ２－エチルヘキサン酸ジグリセリル
が好ましい。
【００４５】
　さらに、本発明は使用時に振とう分散して用いることを特徴とする低粘度の油性液状化
粧料であるため、これら油性成分と上記必須成分により構成される液状化粧料の粘度が、
３０℃において１５０～１５００ｍＰａ・ｓ程度、さらには２００～１２００となるよう
な構成で、配合するのが好ましい。ここでいう粘度とは、ブルックフィールド型回転粘度
計を用いて測定される値であり、油性液状化粧料を測定容器へ充填した直後、あるいは容
器を振とうすることにより、粉体が分散している状態で測定するものである。
【００４６】
　また本発明の油性液状化粧料には、本発明の効果および形態を損なわない範囲で、必要
に応じて、通常の化粧料に配合される成分として、成分（ｂ）以外の界面活性剤、水性成
分、紫外線吸収剤、保湿剤、酸化防止剤、褪色防止剤、防腐剤、薬効成分、安定化剤、香
料等を各種の効果の付与のために適宜、配合することができる。本発明の油性液状化粧料
は、油層が油中水型の乳化状態となると、振とう時の粘度等に影響するため、実質的には
水を含まないことが好ましい。
【００４７】
　紫外線吸収剤としては、例えばベンゾフェノン系、ケイ皮酸系、サリチル酸系、トリア
ジン系、フェニルベンゾトリアゾール系、ジベンゾイルメタン系、フェニルベンゾイミダ
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ゾール系等が挙げられる。具体的には、オキシベンゾン、ヒドロキシメトキシベンゾフェ
ノン、ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、メトキシケイヒ酸エチル
ヘキシル、サリチル酸－２－エチルヘキシル、オクチルトリアゾン、メチレンビスベンゾ
トリアゾルテトラメチルブチルフェノール、ビスエチルヘキシルオキシフェノールメトキ
シフェニルトリアジン、４－ｔｅｒｔ－４’－メトキシジベンゾイルメタン、ジメチコジ
エチルベンザルマロネート、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スルホ
ン酸及びそのナトリウム塩、ポリシリコーン－１５等が挙げられる。
【００４８】
　本発明の油性液状化粧料の製造方法は、特に限定されるものではなく常法により調製さ
れるが、例えば、成分（ａ）と油性成分の一部を加熱溶解してから、成分（ｂ）、（ｃ）
及び残りの油性成分を混合攪拌して得られる。
【００４９】
　本発明の油性液状化粧料は、特に限定されないが、ファンデーション、ほほ紅等のメイ
クアップ化粧料、日焼け止め化粧料等において効果を発揮しやすく、好適に用いることが
できる。
【実施例】
【００５０】
　以下に実施例を挙げて、本発明を更に詳細に説明する。尚、これらは本発明を何ら限定
するものではない。
【００５１】
実施例１～５及び比較例１～６：リキッドファンデーション
　表１に示す組成および下記製法にてリキッドファンデーションを調製した。得られた試
料に対して下記の方法により評価し、結果を併せて表１に示した。
【００５２】
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【表１】

【００５３】
（製造方法）
Ａ：成分１～１２を混合分散する。
Ｂ：成分１３～１５を９５℃で混合溶解する 
Ｃ：Ａ、Ｂを１６～２１に添加し混合する。
Ｄ：Ｃを攪拌しながら容器に充填し、リキッドファンデーションを得た。
【００５４】
（評価方法１：官能評価）
　下記の評価項目について、化粧品評価専門パネル２０名による使用テストを行った。
（評価項目）
イ．伸びの滑らかさ
ロ．コク感（使用中の感触がまろやかで、適度な厚みが感じられること）
ハ．化粧膜の作りやすさ（いつまでもずるつかないこと。とまり（化粧膜が仕上がる際の
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感触）が滑らかであること。）
ニ．化粧膜のつや
ホ．化粧膜の均一性
ヘ．化粧膜の持続性（使用後６時間後の目視観察）
　化粧品評価専門パネル２０名に、実施例１～５及び比較例１～７のリキッドファンデー
ションを手で使用してもらい、パネル各人が下記評価基準にて７段階に評価し評点をつけ
、パネル全員の評点合計からその平均値を算出し、下記判定基準により判定した。なお、
ヘの化粧膜の持続性については各試料を塗布し、パネルに通常の生活をしてもらった後、
６時間後の化粧膜の状態を評価した。
【００５５】
＜評価基準＞
（評点）：（評価）
　６　：非常に良い
　５　：良い
　４　：やや良い
　３　：普通
　２　：やや悪い
　１　：悪い
　０　：非常に悪い
＜判定基準＞
（判定）：（評点の平均点）
　◎　：５点を超える　　　　　　：非常に良好
　○　：３．５点を超え５点以下　：良好
　△　：１点を超え３．５点以下　：やや不良
　×　：１点以下　　　　　　　　：不良
【００５６】
（評価方法２：再分散性）
　表１の各試料を透明な容器に充填し、直径６ｍｍの攪拌球（ステンレス製）を入れ、２
５℃及び５℃の恒温槽内で４８時間静置保存した後、そのサンプルを振とうした時の下層
の再分散性を観察し、以下の基準に従って判定を行った。（１回は１往復）
＜判定基準＞
（判定）：（評価）
　◎　：　１０回以下で再分散した。
　○　：　１１～２０回で再分散した。
　△　：　２１～３０回で再分散した。
　×　：　３０回でも再分散しない。
【００５７】
　表１の結果から明らかなように、実施例１～５のリキッドファンデーションは、全項目
において優れるものであり、振とう時の再分散性が良好で、使用中は伸びがなめらかで、
まろやかなコクのある使用感であり、とまりが自然であるため仕上げ易く、「化粧膜の均
一性」、「化粧膜のつや」、「化粧膜の持続性」にも優れていた。一方、成分（ａ）を配
合せず、代わりにトリメチルシロキシケイ酸を用いた比較例１は、とまりがきつい（乾き
際の感触変化が大きい）ため仕上げが難しく、「伸びの滑らかさ」や「化粧膜の均一性」
に劣るものであった。また、また、成分（ａ）の配合量が多い比較例２は、化粧料の粘度
が高くなるため「再分散性」に劣り、また皮膜性が高くなりすぎて、「伸びの滑らかさ」
、「化粧膜の均一性」、「化粧膜の作りやすさ」の点で劣るものであった。成分（ｂ）を
配合していない比較例３は、粉体の油層への分散性が低下し、振とう時の「再分散性」が
劣り、「化粧膜の均一性」、「化粧膜のつや」の点で劣るものであった。成分（ｂ）の配
合量が多い比較例４は、いつまでもずるついて化粧膜の形成性が悪く、「化粧膜の均一性
」、「化粧膜の作りやすさ」、「化粧膜の持続性」の点で実施例に劣るものであった。成
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分（ｃ）の配合量が多い比較例５は粉っぽい感触になり、また、成分（ｃ）の一部を他の
処理粉体に置換えた比較例６は、粉体層の凝集性が高くなってしまい、振とう時の「再分
散性」、「化粧膜の均一性」、「化粧膜の作りやすさ」等の点で実施例に劣るものであっ
た。
【００５８】
実施例６：リキッドアイカラー
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
１．ラウリルＰＥＧ－９ポリジメチルシロキシエチルジメチコン　　　３．５
２．セスキオレイン酸ソルビタン　　　　　　　　　　　　　　　　　１
３．トリ２―エチルヘキサン酸ジグリセリル　　　　　　　　　　　　残量
４．シリコーン表面被覆処理酸化鉄　＊１　　　　　　　　　　　　　４
５．シリコーン表面被覆処理酸化鉄　＊１　　　　　　　　　　　　　１
６．シリコーン表面被覆処理群青　＊１　　　　　　　　　　　　　　１
７．シリコーン表面被覆処理酸化チタン　＊１　　　　　　　　　　　８
８．シリコーン表面被覆処理タルク　＊１　　　　　　　　　　　　　３．５
９．シリコーン表面被覆処理セリサイト　＊１　　　　　　　　　　　３
１０．シリコーン表面被覆処理ベンガラ被覆雲母チタン　＊４　　　　５
１１．シリコーン表面被覆処理雲母チタン　＊４　　　　　　　　　　３
１２．シリル化処理無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
１３．デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　２０
１４．ポリメチルシルセスキオキサン　＊３　　　　　　　　　　　　５
１５．重質流動イソパラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　１２
１６．リンゴ酸ジイソステアリル　　　　　　　　　　　　　　　　　３
１７．１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　３
　＊４　ジメチコン（２０ｃｓ）２％処理
【００５９】
（製造方法）
Ａ：成分１～１２を混合分散する。
Ｂ：成分１３～１４を９５℃で混合溶解する。
Ｃ：Ａ、Ｂを１５～１７に添加し、混合する。
Ｄ：Ｃを攪拌しながら容器に充填し、リキッドアイカラーを得た。
【００６０】
（結果）
　実施例６のリキッドアイカラーは、振とう時の再分散性が良好で、「伸びの滑らかさ」
、「コク感」、「化粧膜の作りやすさ」、「化粧膜の均一性」、「化粧膜のつや」、「化
粧膜の持続性」の全項目において優れるものであった。
【００６１】
実施例７：日焼け止め
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
１．ＰＥＧ－９ポリジメチルシロキシエチルジメチコン　　　　　　　　　　２
２．ラウリルポリグリセリル－３ポリジメチルシロキシエチルジメチコン　　１
３．ジ（カプリル酸／カプリン酸）プロピレングリコール　　　　　　　　残量
４．シリコーン表面被覆処理微粒子酸化亜鉛　＊５　　　　　　　　　　　１０
５．ビスエチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジン　　　１
６．ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル　　　　　　　　２
７．メトキシケイヒ酸エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
８．ジメチコジエチルベンザルマロネート　　　　　　　　　　　　　　　　２
９．セバシン酸ジイソプロピル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
１０．メチルトリメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
１１．デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　１０
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１２．ポリメチルシルセスキオキサン　＊３　　　　　　　　　　　　　　　２
１３．ナイロンパウダー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
１４．フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　＊５　ＦＩＮＥＸ－５０Ｓ－ＬＰ２　（堺化学社製）
【００６２】
（製造方法）
Ａ：成分１０～１２を９５℃で混合溶解する。
Ｂ：成分１～９及び１３、４を混合分散する。
Ｃ：Ａ、Ｂを攪拌混合しながら容器に充填し、日焼け止めを得た。
【００６３】
（結果）
　実施例７の日焼け止めは、振とう時の再分散性が良好で、「伸びの滑らかさ」、「コク
感」、「化粧膜の作りやすさ」、「化粧膜の均一性」、「化粧膜のつや」、「化粧膜の持
続性」の全項目において優れるものであった。
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